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(一社)全国配置薬協会が一昨年６月に記念日登録した「８月１日 配置薬の日」。３００年以上にわたり

セルフメディケーションの先駆けとして地域住民の健康維持、増進を支えてきた配置薬であり、その根幹で

ある先用後利の有用性を始め、利便性、経済性を多くの人々にアピールすることを目的に制定された。全配

協ではこの目的にそって７～８月を普及推進月間と定め、配置薬を多くの生活者の方々に知らしめるととも

に薬務行政への協力や社会貢献のため、全国統一活動として各都道府県の配置協議会、協会へ積極的な取り

組みを呼び掛けている。 

令和２年度は第二回目となるが、昨年の第一回は全国１５都府県の配置協議会、協会で献血活動が実施さ

れた。中でも、富山県と福島県が地元紙に「配置薬の日」として広告掲載し、和歌山県では赤十字血液セン

ターと連携して献血のチラシを作成、配布するなど広報活動に努めた。 

 

 

「ハ」を８「イチ」が１で８月１日は「配置薬の日」 
「ハイ！血～」で全国１５都府県協議会が献血活動 
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